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しかしながら，１８６１年に可決された南北戦争税法（Civil War income tax）
では，現金収入と現金支出の比較によって算定された所得に課税された。すな
わち，純財産増加説から離脱した，より新しく実際的な考え方が現れてきてい









この法律のもとで，１９１３年の Stratton Independence V. Howbert事件と Doyle
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とが確認された。２１）１９２０年の Eisner V. Macomber事件では，Stratton Independence


















２３）AIA, op. cit ., p.２７, 渡邉，上村前掲訳，５０頁。






















































２７）Hatfield. op. cit ., pp.８１～８２.
２８）Ibid., p.２２７.


















































３０）A. C. Littleton, Structure of Accounting, P.３６. A. C.リトルトン，会計理論の構造，大塚俊
郎訳，５３－５４頁。
３１）J. D. Edward, “Early Bookkeeping and its Development into Accounting”, Business History
Review , Vol.３６.
３２）Ibid., pp.４５３～４５４.











































１０６ 松山大学論集 第１９巻 第２号
